
災害看護に備えて
日々の看護実践でできること（看護師の能力向上）
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救急看護認定分野：林 智美
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令和6年能登半島地震での
DMAT活動報告

1月1日に発災した震災では、
DMAT隊員が自主参集をおこ
ない院内の被災状況を確認しま
した。
その後、DMAT出動に備え、
準備を整え、出動要請とともに
2隊のチームが出動しました。

福井大学DMATは、石川中央医療圏の活動拠点本
部に参集し、本部活動をおこないました
①能登北部の病院の病院避難のミッション
②活動拠点本部の夜間業務
③災害拠点病院として運営する石川県立中央病院の
救急部のサポート
④域内搬送の搬送先選定及び搬送業務
⑤珠洲総合病院管轄の透析患者の搬出業務
（陸上自衛隊CH-47 の機内ミッション）

・ナイチンゲールが行っていた看護、環境（物理的・精神的・社会的）を整える
看護を考えながら仕事をおこなう

・良好なコミュニケーション用いた情報収集や五感を用いたフィジカルアセス
メントなど、機器に頼らない看護を身に着ける

・与えられるのではなく、自ら考えて行動できる看護を培う



Rapid Response Team（RRT：院内迅速対応チーム）
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クリティカルケア認定看護分野：増永 唯
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急変対応について学び、スキル向上を目指しませんか？

昨年度「RRN(院内迅速対応看護師) 
コース」を開設しました。このコー
スでは急変前徴候の早期発見に向け
た身体診察やアセスメント、さらに
急変時対応のスキルを実践的に学ぶ
ことができます。「患者さんの命を
守る」という目標を共有し、一緒に
重症予防に取り組みましょう！

▲昨年度の講義の様子です
たくさんの方にご参加いただきました

来年度の受講締切は
2月末予定です。

ぜひご受講ください！

予期せぬ急変を減らすことを目的に
チームの一員として日々活動しています
気になることや不安なこと、勉強会の依頼まで
どうぞお気軽に4444までご相談ください！
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新生児集中ケア：出口 文代

皆さんは、日本の新生児医療の水準は、世界最高水準で
あることをご存じですか？
令和3年厚生労働省人口動態統計によると、新生児死亡

率(生後4週間未満)は、1,000件の出産あたりわずか0.8
人という結果です。日本は、少子高齢社会といわれていま
すが、出生直後から、何らかの医療的処置を必要とする
NICUに入院となるハイリスク新生児は減っていません。
そのため、NICU退院後の母子とその家族が、在宅にお

いて安全で安心して療養できる環境整備として、訪問看護
ステーションと連携して在宅移行支援が促進できるよう協
働を図っています。
さらに、小児在宅移行支援を促進する目的として、小児

在宅移行支援指導者の育成も行っています。当院には、小
児在宅移行支援指導者が12名在籍しています。

【医療的ケア児について】
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【医療的ケア児及びその
家族に対する支援に関す
る法律について】


